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研究主幹

常田 邦彦 財団法人自然環境研究センター・研究部・
研究主幹

間野 勉 独立行政法人北海道総合研究機構環境科学
研究センター・自然環境部・主任研究員

佐藤 喜和 日本大学・生物資源科学部・講師

(2) ○ 玉手 英利 山形大学・理学部・教授

釣賀 一二三 独立行政法人北海道総合研究機構環境科学
研究センター・自然環境部・道南地区野生
生物室長

山内 貴義 岩手県環境保健研究センター・地球科学
部・主任専門研究員

湯浅 卓 株式会社野生動物保護管理事務所・調査
部・研究員

(3) ○ 三浦 慎悟 早稲田大学・人間科学学術院・教授

青井 俊樹 岩手大学・農学部・教授

(4) ○ 松田 裕之 横浜国立大学・環境情報研究院・教授

堀野 眞一 独立行政法人森林総合研究所・東北支所生
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サブテーマ名

<研究課題名>

個体数推定に関わる効果的なDNA分析法
の確立に関する研究

クマ類の個体数推定法の開発に関する研究

<研究代表者> 米田 政明 財団法人自然環境研究センター 研究部 研究主幹

<研究概要>

ツキノワグマ及びヒグマを対象とし、国内の生息環境に適用できる実用的な個体数推定及びモニタリングのため
の標準法開発を目的とする。具体的な研究目標として、ヘア・トラップ法の改良と標準化に重点をおいて、個体
数数推定精度の向上及び費用対効果の観点から次の４つの課題解決を目指す。
（１）ヘア・トラップ法による個体数推定法の確立に関する研究
大面積モデル地域における、トラップ密度と再捕獲率パラメータ等の入手による高精度個体数推定法の開発。
（２）個体数推定に関わる効果的なDNA分析法の確立に関する研究
ヘア・トラップ法における効率的なDNA分析プロトコルの確立及び精度管理と標準化のためのデータ管理環境の開
発。
（３）補完法・代替法の開発に関する研究
カメラトラップ画像の個体識別精度向上及び生活痕跡からのDNA個体識別と痕跡密度等の個体数推定法への応用技
術の開発。
（４）個体群モデルによるモニタリング手法及び生息数推定法の確立に関する研究
ヘア・トラップにおける空間明示モデル開発及び個体数推定式の改良等よるクマ類の個体群モデル構築技術の開
発。

ヘア・トラップ法による個体数推定法の
確立に関する研究

補完法・代替法の開発に関する研究

個体群モデルによるモニタリング手法及
び生息数推定法の確立に関する研究



 S2-10 クマ類の個体数推定法の開発に関する研究：概要図 
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